
テーマ：子どもへの「言葉かけ」を考える 

 
  ねらい 

   子どもは親からの言葉に非常に敏感です。無意識のうちに使用している「言葉」をこの機会に

みつめなおしてみましょう。 

 

時間 主な活動 留意点 

 

 

2 

【はじめに】 

 

5 

【アイスブレイク（例）】 

アイスブレイク集参照 

 

 

7 

 

 

18 

 

 

 

10 

 

【アクティビティ】 

①一人一人が、ワークシートの番号と状況・言葉か

けの欄に記入する。   準備物：ワークシート 

 

②グループでワークシートの内容を共有する。 

 

 

 

③（幼・小下）グループでチクチク言葉をふわふわ

言葉に変え、ワークシートに記入する。 

（小上・中）2 つ番号を決めて、グループで子ど

もがやる気になる言葉かけを考え、ワークシート

に記入する。 

 

①状況や言葉かけは具体的に書くよう

伝える。 

 

②それぞれが記入した番号によって、

多い番号から話をするなど工夫す

る。 
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【ふりかえり】 

①いくつかのグループに、理想の言葉かけを発表し

てもらう。 

 

①時間によって発表数は柔軟に対応す

る。 

２ 

【まとめ】 
 

 今日は、子どもへの「言葉かけ」を考えていただきました。 

（幼・小下）普段、無意識のうちに「チクチク言葉」になっていることはなかったでしょ

うか？ 多くの家庭で「ふわふわ言葉」を増やしていけたらいいですね。 

（小上・中）子どもが大きくなると言葉かけが難しくなる状況もあると思います。子ども

がやる気になる言葉かけとタイミングなどを考えていきましょう。 

対象：幼児～中学生の保護者 

お子さんに対する言葉かけについてみなさんと意見交換しましょう。 

（幼・小下）つい言ってしまったチクチク言葉とその状況を考え、今後どのような

ふわふわ言葉に変えていくのか話し合いましょう！  

（小上・中）子どもへの言葉かけに悩む状況を考え、子どもがやる気になる言葉か

けを話し合いましょう！ 


